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本
を
中
心
に

し
て

ー
」

、

『

パ

ー

リ

学
仏
教
文
化
学
』

第
二

十
三

号、

二

〇

〇
九

、

九
一

頁
）

。

ア

ユ

タ

ヤ
ー

期
の

も
の

と

特
定
で

き
る

乏
帥

叶

コ
ロ
⊆・

国
『

餌

σ
ロ

（
バ

ン

コ

ク）
、

≦
讐
い

讐
（
ペ

ト
ブ

リ
ー）

の

二

写
本

、

そ
れ

に
フ

ラ

ン

ス

極
東

学
院
（

国
閃
国

9
所
蔵

写

本
〔

国
閃
国
O
℃

〉

口
心
O）

を

対
照
し
な

が

ら
、

全

体
の

中
で

最
大

量
を

占
め

る

ζ

昏
鋤

σ
仁

α

α

冨−

ゆq
蛋

届
く

碧
据
鼠

の

部
分
に

つ

い

て、

現
在
解
読
を
進
め

て

い

る
。

　

そ
れ
に

よ

る

と
、

ま

ず

東
南
ア

ジ

ア

地

方
独

特
の

表
記
（

例
・゚

賠
劉

を
ω

帥

諏
馴

と

表
記

等
）

は

と

も
か

く
と
し

て
、

パ

ー

リ
語
の

荒
れ

は

否
め

ず、

解
読
の

困
難
な
箇
所
が
多
い
。

ま
た
、

写
本
ご

と
に

言
及
す
る

事
柄

の

序
列
に

異
同
が
あ
っ

て、

仏
徳
の

讃
嘆
の

形
を

体
系
的
に

捉
え
る

こ

と

を
難
し
く
し
て

い

る
。

さ
ら
に

こ

れ
ら

の

写
本
は
、

死
者
の

供
養
の

た
め

の

施

本
と

さ
れ

（
田

辺
和
子
前
掲

論
文
二

〇
〇
九

、

七

四
百
Q
、

当

時
の

葬
送
の

状
況
や
死
生
観
に
つ

い

て

貴
重

な
資
料
を

提
示
す
る

も
の

だ

ろ

う

が、

仏
徳
の

讃
嘆
か
ら
ア

ビ

ダ
ン

マ

七

論
に

至
る

階
梯
を
ど

う
理
解
す
る

か
は
、

今
後
の

研
究
を
待
た

ね
ば

な
ら
な

い
．、

　

東
南
ア

ジ

ア

撰
述
文
献
と

し
て
、

こ

れ

ま
で

先
行
し
て

取
り
組
ん

で

来

た

『
パ

ン

ニ

ャ

ー

サ
ジ
ャ

ー

タ

カ
』

（

拙

稿
「

パ

ン

ニ

ャ

ー

サ
ジ

ャ

ー

タ

カ

に

つ

い

て
」

、

『

宗
教
研
究
』

第
七
十
七

巻
第
四

輯
、

一
．

四

七

ー
二

四
八

頁、

同
「

パ

ン

ニ

ャ

ー

サ

ジ

ャ

ー

タ

カ

研
究
の

課
題
」

、

『

同
』

第
七

十
九

巻
第
四

輯、

二

四

七

−
二

四

八

頁、

同

「

パ

ン

ニ

ャ

ー

サ

ジ

ャ

ー

タ

カ

研

究
の

意
義
」 、

『

同
』

第
八

十
三

巻
第
四

輯、

三

九
＝

「．
二

九
四

頁

等
参

照
∀

は
、

東
南
ア

ジ

ア

土

着
の

物
語
を

基
に

し
た
も
の

が

多
く、

そ
れ
が

本
生

話
の

様
式
を

採
る
こ

と
で

、

民
衆
の

仏

教
教
化
に

大
き

く
寄
与
し
た

と

考
え
ら

れ

る
。

一

方、

こ

こ

で

取
り
上

げ
た

折
本

紙
写
本
に

見
ら

れ
る

内
容
は

、

出
典
を
パ

ー

リ
三

蔵
に

求
め
な
が

ら

独
自
の、
編

纂
を

遂
げ
た

も

の

で

あ
り、

実
際
に

葬
儀
式
等
の

儀
礼
に

用
い

ら
れ
る
こ

と

で
、

民

衆
に

浸
透
し

て

い

た

と

思
わ

れ
る

。

　

東
南
ア

ジ

ア

は
、

歴
史
の

激
動
や
社
会
情
勢
の

影
響
を
大
き
く
受
け
て

い

る

地
域
で

あ
り、

そ
れ
ら
が
仏
教
の

伝
承
に

も
色
濃
く
反
映
し
て

い

る

と

言
え
る
。

東
南

ア

ジ

ア

に

独
自
に

伝
わ

る

仏
典
の

研
究
は

、

近
年
本
格

化
し

つ

つ

あ
る

が
、

忘
れ
て

は

な
ら

な

い

の

は
、

当
地
に
伝
承
さ
れ
た

上

座
部
仏
教
が、

ま

さ
に

現
代
に

生

き
た

教
え
と

し
て

流
布
し
て
い

る

と
い

う
事
実
で

あ
る．、

東
南
ア

ジ

ア

独
特
の

パ

ー

リ
語
を

読
み
解
い

て

い

く
言

語
上

の

課
題、

現

地
の

文
化
の

影
響
を

視
野
に

入
れ

た

仏
教
の

解
釈、

そ

れ

ら

は

過

去
の

仏

教
矧
究
の

常
識
を

許
さ

な
い

も
の

で

あ
る

。

そ
の

意
味

で
、

研
究
に

は

ハ

ー

ド

ル

の

高
い

歩
み

を

強
い

ら
れ

る

が、

従
来
の

仏
教

を
巡
る

文
献
学
の

あ
り
方
を

問
い

直
す
こ

と
に

も
な

る

だ
ろ

う
。

新
発
見
安
世
高
訳
『

十
二

門
経
』

　

写
本
構
造
上
の

問

題

点

に

お

け
る

洪

鴻

　
榮

　
一

九
九

九

年
に
発

見
さ

れ

た

安
世

高
訳

『

仏

説
十．
一
門

経
」

『

仏

説
解

十
二

門
経
』

と
い

う
書
写
文
献
は
、

最
初
期
の

訳
経
史
を
解
明
す
る

に

あ

た
っ

て

重

要
な

手

が
か

り
に

な
る

に

違
い

な
い
。

道
安
の

「

十一
一

門

経

序
」

に

あ
る

幾
つ

か
の

キ

ー

ワ

ー

ド

　
　
「

三

向
」 、

「

滅

外
止

麁
」

の

「

外
」 、

「

進
消
内
結
」

の

「

内
」

及
び

「

諸
仏
嘉
歎
記

其
成

號
」

の

文
は

、

ち
ょ

う
ど
「

仏
説

解
十
二

門
経』

中
の

「

向
三
」

ま
た
は
「

三

向
」

、
「

内
」

「

外
」

そ
し

て

「

受
薊
」

に

該
当

す
る

と

判

断
で

き
る

。

つ

ま

り、

道

安

334（］168）
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の

見
た

『

十
二

門
経
』

の

テ

キ

ス

ト
は

、

「

仏
説
十
二

門
経
』

「

仏
説
解
十

二

門
経
』

を
含
め

た
の

み

な
ら
ず、

三

八
四
−一．．

八

五

行
「

仏
説
如
是
弟

子

歡

喜
受
行
」

そ

れ

以

降
の

文
と

も
連

写
さ
れ

た

と

見
ら
れ

る
。

つ

ま

り
、

こ

の

「
十
二

門
経
』

の

構
造
は
、

金
剛
寺
・

書
写
テ

キ

ス

ト
の

『

仏

説

十
二

門

経
』

と

『

仏

説
解
卜

二

門
経
』

の

ほ

か
、

「

仏
説
如
是

。

弟
子

歡

喜
受
行
」

の

後
の

三

八

六
−

四

〇

六

行
の

部
分
も

含
ま
れ
、

三

つ

の

部

分
を

併
せ

て

作
ら

れ
た

と

推
定
で

き
る

。

ま
た

道

安
の

見
た

『

大
十．
一
門

経』

の

内

容
は

、

こ

う
い

っ

た
三

部
分
の

内
容
を

除
く、

四

〇

六

行
か

ら

最

後
の

文
ま
で

で

あ
る
と
見

ら
れ
る

。

「

大

十
二

門

経
序
」

が

述
べ

て

い

る

よ

う
に

、

「

こ

の

経
に

後
記
」

あ
り、

ま
た

「

前
世
に

も
懸
解
」

あ
り、

さ
ら
に

道
安
が

注
を
作
っ

た

と

い

う
「

今
為
略
注

。

繼
前
人
之

末。
」

の

文
章
も
あ
る
も
の

の
、

今
わ
れ
わ
れ
の

見
た
写
本
で

は

「

後

記
」

も
「

懸

解
」

も
「

略

注
」

も

見
ら
れ

な
い

。

つ

ま

り
、

道
安
の

見
た

「

十
二

門

経
』

『

大
十
二

門
経
』

と

そ
れ
に

類
似
す
る
金

剛
寺
・

書
写
本

中
の

『

仏

説
十
二

門
経
』

『

仏
説

解
十
二

門

経
』

が

あ
る

と
す
る

も
の

の
、

そ

れ
ぞ

れ

の

構
造
は
、

異
な
る

も
の

で

あ
る

と

も
考
え
ら
れ
る

。

　

安
世
高
の

訳
経
に

お
け
る

構
造
h

の

ス

タ

イ
ル

の
一

つ

と

し

て、

】

つ

の

著
作
中、

原
始
テ

キ

ス

ト
の

文
と

解
釈
の

文
と
の

両
方
が
連
写
さ

れ
た

こ

と
も

あ
る

。

こ

の

よ

う
な
例
の
一

つ

と

し

て

『
八

正

道
経
』

が
挙
げ
ら

れ
る

。

安
世
高
訳
の

『

仏
説
八

正

道
経
』

の

前
半
の

文
と

『

雑
阿
含
経
』

七
八

四

経
と
は
、

ほ

ぼ

同
本
異
訳
の

関

係
を

持
つ

と

見
う
け
ら
れ

る
。

二

経
の

内

容
は
と

も
に

「

世
間
八

正

道
」

に

つ

い

て

講
じ
て

い

る
。

し

か

し

比

較
す
れ
ば

、

『

雑
阿
含
経
』

の

七
八
四

経
は

『

仏
説
八

正
道
経
』

の

後
半

の

内
容
を
欠
い

て

い

る
。

こ

れ
が

『

仏

説
八
正
道

経
』

の

後
半
の

内

容
は

原
始
的
な
経

文
で

な
い

証

拠
に

な

る
。

し

か
し

全
経
の

最
後
に

も
経
の

終

り
の

構
造
式

昌
仏
説
如
是

。

皆
歡
喜
受
」

が

付
け
ら
れ
て

い

る
。

こ

の

よ

う
な

構
造
は
、

『

仏
解
説
十
二

門

経
」

の

第

十
二

門
の

最
後
に
も

見
出

さ

れ
る

。

ま
た
、

「

仏
解
説
レ

ニ

門

経
」

の

十
二

門
（

第
三

六

七
−

三

八

四

行
）

の

内
容
と

『

仏
説
十
二

門
経
』

中
の

第
二

組
の

十
二

門

（

第
二

四

四

ー
三

六

五

行
）

と
は

ほ

ぼ

等
し
い

も
の

で

あ
り
、

前
者
の

文
意
は

後
者

よ

り
簡
単
に

理

解
さ
れ

る

の

で
、

『

仏
解
説
十
二

門
経
』

の

文
は
「

仏
説
十

二

門
経
」

の

原
文
に

対
し
て

解
釈
文
の

役

割
を
持
つ

と
も

考
え
ら
れ

る
。

　
『

仏

解
説
十
二

門

経
』

の

第
十
二

門
（

第
三

八

三

…
三

八

四

行）

の

後

に

引
き

続
き

、

「

空
為
第
十．
二

門
」

（
第
三
八
六
行）

の

文
が
連

写
さ

れ

て

い

る

の

で
、

こ

の

よ

う
な

文
は、

終
り
の

構
造
式
に

よ
っ

て

切

断
さ

れ

る

べ

き
で

は

な
い

。

　

筆
者
の

仮
説
で

は、

元
来
の

『

仏
説
十
二

門
経
』

の

経
文
と

「

仏

解
説

卜、
一

門

経
』

の

解
釈
文
と

は

連
写
さ

れ
た

文
で

あ
り、

両

者
の

間
に

は

「

仏

解
説
十
二

門
経
」

と
い

う
経
題
が

い

ま
だ

付
け
ら

れ
て

い

な
か
っ

た
。

し
か
し
解
釈
す
れ
ば

す
る

ほ

ど

解
釈
文
が
積
み
上

が
っ

て

き
て
、

し
か
も

解
釈
文
の

量
が
原
文
の

量
よ

り

多
く
な

っ

た

の

で
、

「

仏

解
説
十
二

門
経
」

の

経
題
は

付
け
ら
れ
た

。

結
果
と

し
て
、

経
題
の

前
後
に
は

二

つ

の

文
が

区
別
さ
れ

た
。

当
然、

こ

の

よ

う
な
こ

と
は

安
世
高
の

時
代
に

す
で

に

発

生
し
た

と

も
予
想
さ
れ
る

。

つ

ま

り、

今
わ

れ

わ
れ

の

見
た

『

仏
説
十
二

門
経
』

、

『

仏
説
解
十
二

門
経
』

の

写
本
は

原
始
的
テ

キ

ス

ト

で

あ
り、

少

な

く
と
も

道
安
の

見
た

『

十
二

門

経
』

と

『

大
十一
、

門
経
』

よ

り
古
い

も

の

で

あ
る

。
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